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一"-- ~. 交通安全:教室 (5月2'8目、今小1

幼児交通安全クラブをつくろう '74年

悲惨な幼児の交通事故をなくするた

めには、幼児のうちカ、ら安全に対する

しつけをてっていしておくことがたい

せつです。こうした幼児の交通安全教

育は、地域を単位と して、そこに住む

幼児と母親がいっしょになってクラブ

をつくり、よい指導者のもとで行なわ

れるのが効果的です。

町ではみなさんの地域にこのような

7ラブをつくるよす呼びかけています。

ぜひみなさんの協力で子どもの交通

"t坊主をなく したいものです。
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1 (十

八

円

を

投

入

道

路

河

川

標

語

や

産

業

振

引

け

斗

四

十

九

年

度

も

本

町

に

十

八

億

円

余

の

投

入

が

決

ま

っ

た

園

、

道

設

に

よ

る

直

結

事

業

。

こ

と

し

実

施

さ

れ

る

お

も

な

事

業

は

次

の

と

お

り

で

す

が

、

各

地

で

い

っ

せ

い

に

工

事

が

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

同
辺
一
.
七
七
号

似
は
、
附
千
八
有

i
卜
万
円
で
格
怖

が
進
め
ら
れ
ま
す

が
、
こ
と
し
む
特
に
交
辿
安
全
に
力
が

人
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通
信
a

故
多
発
地
出
で
あ
る
神
丘
地

区
に
千
-h
H川町
ψ
道
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
υ

問
中
紙
、
花
訂
怖
の
修
料
開

|
六

μ、
地
仙
祉
の
恐
い
尖
利
河
地
区
町

舗
装
道
路
も
千
H
M
が
修
給
さ
れ
ま
す
。

開
発
近
々
八
作
一
T
4
1金
制
は

一
億
八

引払た
ち
が
佐
治
し
て
い
く
た
め
に
は
、

辺
路
や
上
下
水
辺
、

7
校
、
村
会
似
郎

主
ど
付
会
全
体
と
し
て
必
要
主
む
の
や

制
位
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
.

こ
の
よ
つ
な
む
の
を
幣
備
し
た
り

ま
た
、
病
気
や
社
凶
を
肋
ぎ
‘
詳
し
を

山
か
に
し
て
い
く
た
め
に
、
凶
は
い
ろ

い
ろ
主
的
動
を
行
っ
て
い
ま
す
@
同
が

こ
れ
句
円
前
助
を
行
う
た
め
に
必
要
な

代
川
町
大
部
分
は
、
日
払
た
ち
が
納
め
た

税
金
で
ま
か

4
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
凶
十
九
年
度
の
同
の
一
般
会
計

千
算
は
、
十
七
兆
九
百
九
十
四
億
円
で

こ
の
ヲ
ち
八
十
%
は
私
た
ち
の
納
め
た

枕
金
で
す
。
同
は
、
私
た
ち
の
生
前
を

よ
り
泣
か
で
住
み
や
す
く
す
る
た
め
、

税
金
を
有
効
に
使
つ
よ
ヲ
努
力
し
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
た
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明

し
ま
し
ょ
っ
。

①
制
民
の
他
収
や
生
活
を
守
る
た
め
に

医
療
保
険
や
年
金
保
険
な
ど
の
社

会
保
険
や
手
活
保
護
、
老
人
ホ
ー

ム
や
保
育
所
、
心
身
障
害
者
の
保
護

地
設
づ
く
り
な
ど
の
「
社
会
保
障
関

係
官
」
と
し
て
、

一
般
会
計
の
十
六

.
九
%
に
あ
た
る
二
兆
八
千
九
百
八

億
同
が
使
わ
れ
ま
す
。

道

路

道
路
や
農
業
基
盤
の
整
備
に

国代橋とりつけ道路

も補橋されます。

税
金
は
み
ん
な
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す

国税

市
在
宅
や
迫
山
町
な
ど
の
特
仙
の
た
め
に

住
宅
対
策
に
二
下
凶
行
五

4
4億

円
、
ム
川
山
治
水
対
策
に
凶
下
凶
円
五

十
二
億
円
、
上
下
水
道
や
公
凶
弘
ど

の
生
活
局
境
施
設
の
料
品
備
に
二
千
七

百
五
十
億
円
、
道
路
控
備
に
一
兆
三

円

一
位
門
主
ど

「公
共
事
業
関
係
資

」
と
し
て
‘
一
般
会
計
の
一
六
六

%
に
あ
た
る
二
兆
八
千
凶
宵
七
億
円

が
使
わ
れ
ま
す
。

③
教
育
と
科
学
技
術
的
掻
興
の
た
め
に

教
昨
日
や
科
学
技
術
の
振
興
の
た
め

に
、
一
般
会
計
か
旬
。
寸
一
・
五
%
に

あ
た
る

一
兆
九
千
六
白
三
十
三
億
円

が
仙
わ
れ
ま
す
。

汐わ
た
し
た
ち
の

人
権
擁
護
委
員
d

人
権
擁
護
委
只
制
度
が
植
'
付
さ
れ
て

本
年
で
二
十
六
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
の
制
度
は
現
在
世
界
の
い
ず
れ
町
図

に
も
存
在
し
な
い
卓
越
し
た
制
度
で
す
。

人
権
擁
護
委
只
は
人
口
に
応
じ
て
各

市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
存

在
は
い
わ
ば
「
人
権
の
番
人
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

人
倫
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
は
、
わ

教
育
は
図
的
必
本
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
.
昭
和
四
十
七
年
度

の
国
や
地
方
公
共
団
体
で
負
担
し
た

教
育
費
は
、
一
人
当
た
り
小
学
生
で

十
五
万
八
千
円
、
中
学
生
で
十
七
万

七
千
円
、
日
校
生
で
二
十
万
九
千
同

に
な
っ
て
い
ま
す
。

@
地
万
財
政
的
援
助
の
た
め
に

図
は
地
方
公
共
団
体
と
協
力
し
て

(
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
)
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
地
方
財
政
の
阿
佐
助
と

し
て

「地
h
交
付
続
交
付
金
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
今
年
度
は
一
般
会

計
の
二

O
%
に
あ
た
る
三
兆
四
千
百

四
十
四
億
円
が
使
わ
れ
ま
す
。

⑤
物
価
円
安
定
の
た
め
に

物
価
対
策
関
係
費
と
し
て
、

一
般

会
訂
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
一
兆

五
千
八
百
十
八
億
円
を
使
っ
て
、
生

肱
性
向
向
上
や
生
活
必
侃
物
質
的

た
く
l
匂
た
ち
何
人
権
が
犯
き
れ
な
い
よ

う
監
視
し
、
も
し
、
人
権
を
犯
さ
れ
た

人
が
い
た
場
合
は
、
相
談
相
手
に
な
っ

て
こ
れ
を
般
消
し
た
り
、
人
々
の
間
に

正
し
い
人
般
の
巧
、
ぇ
万
を
広
め
た
リ
す

る
こ
と
で
す
。

み
な
さ
ん
が
何
目
的
生
活
を
山
h

白
ん
で

い
く
う
え
で

マ
ひ
ど
い
騒
音

-
浜
動

・
悪
臭
主
ど
に

な
や
ま
さ
れ
て
い
る
と
き

マ
変
な
』
ヲ
わ
き
を
た
て
ら
れ
名
誉
や
信

用
を
失
っ
た
と
き

マ
子
供
や
老
人
が
出
侍
さ
れ
て
い
る
と

T
九
宵
万
円
で
、
日
進
地
区
四
千
五
育

l

ハ
卜

μ
的
改
良
が
継
続
尖
施
さ
れ
川
行

間
イ
訂
の
防
庁
さ
く

L
設
問
さ
札
ま
す
。

般
道
々
で
は
、
川
仙
台
l
A
F
合
似
の

八
京
地
区
九
百
υ川
、
金
以
|
今
金
制
的

全
臥
地
区
4

一千
幻
が
改
良

(柿
装
)
さ

札
ま
す
。

ま
た
、
A
r
金
|
北
桧
山
線
h
」
向
灯
、

地ム
H

A

F

全
線
六
育
H
M
の
防
包
さ
く
が

叩肝品
川
さ
札
、
川
地
内
1
今
全
線
千
百
行
日
川

町市叩
パ1
1
H
防
止
主

ど

、

低

一
千

h
H

h
斗

6
5円
で
実
施
さ
れ
ま
す
.

き
句
に
、

τ
一カ
年
計
画
的
白
石
炭
免

道
路
は
、
四
千
六
百
二
十
万
円
で
千
凶

h
凶
卜
川
H

引
の
改
民
が
終
り
、

4
v山
巾

いH
h
・
h
H川町
道
路
が
定
成
し
ま
す
。

一
級
河
川
利
別

E

i

川
町
改
修

4
業
は

E

I

-

J
'
j

五
億

一千
三
行
万

円
で
、
神
丘
二
千

ぷ
、
今
金
七
行
υ
州
、
団
代
九
有
五
十
H
M

d 

価
格
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
土
の
防
衛
、
中
小
企

業
内
振
興
、
貿
易
的
促
進
、
公
己
防
止

や
以
境
保
全
の
た
め
に
、
本
た
ぢ
が
納

的
た
大
切
な
税
金
が
使
わ
れ
て
い
V

ま
す
。

O
こ
れ
ら
を
税
金
千
円
あ
た
り
の
使
い

み
ち
に
し
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

-
国
民
的
健
康
や
生
活
を
守
る
た
め
に

二
百
三
円

・
住
宅
や
道
路
右
ど
の
控
仙
の
た
め
に

白
六
十
六
問

・
教
吋
と
科
学
技
術
的
振
興
の
た
め
に

百
十
五
円

国
土
的
防
衛
の
た
め
に
六
十
凶
円

地
方
財
政
援
助
の
た
め
に
二
百
円

.
国
偵
の
償
法
や
利
子
支
払
の
た
め
に

五
十
円

二
百
二
円
千
円

r c 

グ〉

fl血
合

J-I 

マ
さみき
れん
たな
りか
り

不不
=ヨ三ヨ
なに
差 flfl
>}IJ HJJ 
をは
受ず
It i'L 
たに

と
き
そ
の
ほ
か
、
交
辿
一
字
放
出
地
借
家

離
婚
・
扶
長
・
相
続
等
で
の
心
配

・
凶

リ
ご
と
は
近
く
の
人
権
擁
必
委
員
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

わ
た
く
し
た
ち
の
人
権
擁
護
委
只
は

次
の
方
々
で
す
。

山
入
川
叫

ー
ー
布
引2f
 

d
oや

徹 !!n勝
H白子昭

高荷量
町f阿TIIr[ 

( 2 J 

伸びる国営世んばい事

業左岸地区の用水路

-..' ... 

の
築
悦
工
事
、
ト
7

ン
ケ
ン
一
J

一百
一二
卜

灯
、
川
川
ぷ
}円
七

H
川
町
謎
川
町
工
事
、

国
代
析
力

l
ブ
的
情
脚
工
が
て
半
年
に

は
叫
仙
台
が
架
設
さ
れ
る
，

T
4で
す
。

泊
代
河
川
町
オ
チ
ヤ
ラ

ソ
ペ

川

チ

ブ
タ
ウ
ン
ナ
イ
川

下
ハ
カ
イ
マ

y

フ
，

川
、
利
別
川
町
改
修
ド
主
は

一
応
六

千
附
円
万
円
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

九
年
目
を
迎
え

七
化
合
U
H，HH
か

農

業

い

h
h引
ぺ

J
l
l
v

J
{
 

こ
と
し
ら
ん
作
地

区
二
億

i
千
万
円
、
右
中
地
区
一一
応
4

千
万
円
で
推
進
さ
れ
ま
す
。

左
作
で
は
、
第
二
枠
組
川
水
路

(鈴

令
、
盟
問
地
区
)
的
改
修
二

T

引
八

卜
υ
刷、
布
山
で
は
‘
u
H
駒
内
ダ
ム
の
椛

土
七
万
立
万
灯
、
余
水
此
雌
土
}一
万
州

千
立
方
H

川
、
点
駒
内
第

一幹
線
ト
ン
ネ

ル
宵

μ
、
丹
羽
斡
締
用
水
路
二一
十
七
い
叫

が
実
施
き
れ
ま
す
。[~3ô~1 

函館営林局

林道はカーブが多い

カーブは徐行

安全速度を守ろう

( 3 J 



参議院選
時7 後午時7 

7月7日
前午

な
で
投
票
し
よ
う

七
月
七
日
は
参
議
院
議
長
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

選

挙

は

ま
杓
者
で
あ
る
私
た
ち
が
凶
政
に
参
加
す
る
最
大
町
機
会
で
す
。

私
た
ち
が
正
し
く
代
表
者
を
選
ぶ
こ
と
は
、
生
活
を
明
か
る
く
牧
か
に
す
る

た
め
の
市
刑
事
な
刀
法
で
す
。

内
ら
の
忠
思
と
向
山
主
判
断
で
、

m
H
H
の
あ
る
一
県
を
行
使
し
ま
し
ょ
っ
。

今
度

こ
そ
政
治
が
悪
い
と

い
わ
ぬ
票

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
必
場
ま
で
」
と
い

う
こ
と
ば
が
あ
る
よ
7
に
、
現
在
、
私

た
ち
の
毎
日
の
詳
し
と
政
治
と
は
切
っ

て
も
切
札
な
い
つ
主
が
り
を
む
っ
て
い

ま
す
。税
金
や
物
価
が
応
く
な
っ
た
り
、
安

く
な
っ
た
り
す
る
の
も
、
道
路
や
怖
を

也
し
た
リ
す
る
の
も
、
す
べ
て
政
治
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
.

こ
の
よ
う
に
、
政
治
と
似
た
ち
の
生

前
と
の
官
接
な
関
係
か
句
し
て
、
政
治

か
円
受
け
る
利
雄
も
多
い
反
耐
.
私
た

ち
が
政
治
に
対
し
て
要
求
す
る
こ
と
、

税
尖
の
政
治
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
意

見
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。

こ
う
し
た
要
求
主
り
意
見
な
り
を
そ

の
ま
ま
に
し
な
い
で
で
き
る
だ
け
政

治
的
上
に
反
映
さ
せ
て
い
く
よ
う
努
力

若
い
人
の
自
覚
で
政
治
に
希
望
を

選
挙
向
た
び
に
い
つ
も
問
脳
に
な
る

の
は
、
年
々
若
い
人
た
ち
の
投
梨
率
が

減
っ
て
く
る
こ
と
で
す
。

若
い
人
た
ち
が
政
治
と
自
分
的
一
票

と
の
つ
主
が
り
に
目
ざ
め
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
内
政
治
に
希
望
を
も
た
ら
す

も
の
な
の
で
す
。

若
い
人
が
中

心
・
と
な
っ
て
、
明
る
く

正
し
い
選
挙
に
し
ま
し
ょ

1
。

と
〈
に
新
有
権
者
は
、
初
め
て
与
え

ら
れ
た
般
利
と
義
務
を
有
効
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

は

じ

め

て

投

票

す

る

方
4

へ

聞
は
じ
め
て
投
裂
を
す
る
新
有
権
者

で
す
が
投
票
所
へ
行
〈
と
き
に
注
意

し
な
け
れ
ば
主
ら
な
い
こ
と
は
、

答

〈
服
装
v

仕
事
培
、
エ
プ
ロ
ン
姿

な
ど
普
段
の
ま
ま
で
気
軽
に
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

，

〈入
場
券
v

お
出
か
け
の
と
き
は
入

場
券
を
も
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
に
は
、
投
票
所
、
投
票
時
間

が
住
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
間
違
い
な

く
決
め
ら
れ
た
投
票
所
へ
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
指
定
さ
れ
た
投
謀
所
で
主
け
れ

ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

〈
投
両
市
用
紙
〉
安
け
付
け
が
終
わ
り

ま
す
と
、
投
票
用
紙
を
惇
H
H
が
渡
し
て

〈
れ
ま
す
。

先
に
波
さ
れ
る
投
票
用
紙
は
‘
市
叫
い

武
色
町
紙
に
黒
色
町
イ
ン
ク
で
印
刷
さ

れ
た
投
票
用
紙
で
、
地
方
選
出
議
員
同

性市f巨 控 碕"、 所
~ 詩人口監

9} 女 日十

出 l y，利同小学位 100 108 208 

出 2 花石小学校 10. 112 216 

司1 3 qJ '11小学校 56 60 116 

部 4 住 H小宇校 35 36 71 

出 5 同川中学校 297 300 597 

部 6 典開川部部会館 8 1. 22 

前 7 八*小芋校 160 176 336 

相 8 21皿小学校 162 174 336 

都 9 X!1. m小学校 86 8. 170 

節目 神丘小学 4史 159 171 330 

朝日 日 i且小学校 33 31 64 

部 12 町民センター 879 979 1‘858 

串 13 町 19: 2島 I唱。11 I‘146 2.157 

部 14 白石間部会館 58 59 1!7 

:ト 3.148 3.450 6.598 

登録人員投票所、

選

挙

を

行

な

い

ま

川

。

投

石

採

用

紙

は

‘

地

方

区

が

梢

い

此

す

。

次

に

、

白

色

川

色

町

紙

、

全

国

区

は

白

色

町

用

紙

の

紙

に

赤

色

町

イ

州

投

珂

引

の

順

序

は

、

先

に

地

方

区

あ

ン

ク

で

印

刷

さ

れ

川

と

に

九

五

一

国

区

を

選

挙

し

ま

す

。

た

投

両

市

用

紙

で

金

川

図

書

賛

同

選

川

書

け

な

い

人

で

も

挙

を

行

な

い

ま

す

川

投

票

で

き

ま

す

。
地
方
区
が
先
に

、
全
国
区
が
後
に

川

か

ら

だ

の

故

障

や

、

文

字

が

わ

か

、

二

回

投

両

泊

し

て

川

ら

な

い

で

自

分

で

書

け

主

い

人

は

、

終

り

ま

す

。

川

投

梨

所

で

係

員

に

申

し

出

ま

す

と

、

問

投
梨
時
間
は

州

代

わ

っ

て

在

い

て

も

ら

う

こ

と

が

で

答

投

票

所

的

関

川

き

ま

す

。

閉
時
間
は
、
午

前

川

こ

町
場
合
、
投
球
管
理
者
は
二
人

七

時

か

ら

午

後

七

川

町

補

助

お

を

選

ん

で

投

裂

の

適

正

を

時
ま
で
で
す
。

川
則
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

今

回

同

参

議

院

選

挙

は

一

時

間

く

り

川

ん

、

投

泉

町

船

柁

は

厳

武

に

守

ら

れ

下

げ

ら

れ

、

一

人

で

も

多

〈

の

桁

術

者

川

ま

す

か

ら

ご

安

心

く

だ

さ

い

。川
開
今
金
町
か
ら
他
同
市
町
村
に
転
出
し

た
か
た
。

不
在
者
投
票
円
で
き
る
矧
間
は
、
七

月
六
日
の
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

不
在
者
投
票
の
手
続
き
は

守
本
人
が
選
挙
管
理
委
只
会
に
申
し
出

れ
ば
、
そ
の
坊
で
投
票
で
き
ま
す
。

マ
遠
隔
地
な
ど
に
住
ん
で
い
る
と
き
に

は
、
郵
便
で
投
票
用
紙
、
不
在
者
投

票
問
封
筒
・
M
求
古
と
穴
阿
川
代
川
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。
(
山
求
用
紙
は
選
挙

竹
内
委
n
H
会
に
あ
り
ま
す
。
)
そ
の

か
た
に
は
、
本
人
あ
て
説
明
舎
を
入

札
て
投
票
用
紙
と
不
在
者
投
謀
用
封

筒
を
お
送
り
し
ま
す
.

し
な
け
れ
ば
主
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の
ふ
だ
ん
の
政

治
に
対
す
る
関
心
と
い
う
も
の
は
あ

ん
が
い
う
す
い
の
が
実
仙
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
『
私
的
一
一
以
で
政
治
が
変

わ
る
と
は
思
え
な
い
』
と
口
に
す
る
人

も
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
よ
い
政
治

も
悲
い
政
治
も
、
私
た
ち
自
身
の
下
で

つ
く
り
札
る
し
の
な
の
で
す
。

棄
権
心
て
誰
に

ま

か

せ

る

国

の

か

じ

い
う
ま
で
も
な
く
政
治
的
王
人
公

は
私
た
ち
自
身
で
す
。
楽
権
す
る
こ
と

は
政
治
を
よ
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。
よ
い
政
治
へ
の
針
力
は
、
結

局
、
必
た
ち
自
九
%
の
し
あ
わ
せ
と
な
っ

私たちで明るい

キレイな国づ〈り

て
は
ね
か
え
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

政
治
に
つ
い
て
、
ど
ん
主
に
関
心
を

持
っ
て
む
持
ち
す
ぎ
る
と
い

7
こ
と
は

な
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
た
い
せ
つ
な
政
治
を
行
な
う
の

が
凪
た
ち
が
選
挙
で
技
烈
す
る

私

た
ち
の
代
表
お
で
す
。

「
'H
党
あ
る

一
説
的
行
使
」
が
よ
い

村
会
を
さ
す
く
法
慌
に
な
る
の
で
す
。

で
す
か
旬
、
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
絶
体
に
出
怖
を
し
な
い
こ
と
。
一

以
ぐ
句
い
な
ど
と
布
え
で
は
民
主
政
治

は
成
リ

iι
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
だ
れ
に
投
示
す
る
か
は
山
分

同
志
仰
心
で
決
め
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す
.
ニ
れ
を
し
な
い
と
こ
ろ
に
日
収、

供
応
な
ど
の
泌
反
が
し
の
び
こ
ん
で
く

る
の
で
す
。

瓦
に
私
た
ち
の
生
活
を
立
か
じ
す
る

人
か
ど
一
ヲ
か
を
見
き
わ
め
、
民
一弘
を
も

っ
て
選
び
た
い
も
の
で
す
。たたL

明るく正 Lい選挙啓発用マンガ優秀作品

「私たちの広場」より

もろ

が
投
同
小
に
参
加
で
き
る
よ
3
配
服
さ
れ

た
も
の
で
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す

不
在
者
投
票
を
活
用
し
よ
う

不
在
者
投
票
は
、
選
挙
の
当
日
正
当

な
瑚
由
で
投
票
所
に
お
い
て
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
投
禁
固

め
前
で
も
投
票
で
き
る
特
別
の
制
度
で

す
。
せ
っ
か
く
の
位
河
川
町
機
会
を
前
用

し
て
楽
情
だ
け
は
や
め
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
‘
3
。

次
円
程
由
な
ど
で
、
投
攻
日
に
自
分

の
投
来
所
へ
い
っ
て
投
烈
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
た
は
選
挙
管
理
委
臼
会
で

不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ω自
分
の
投
票
同
外
で
職
務
や
業
務
に

従
事
し
て
い
る
か
た
(
た
と
え
ば
、

商
品
の
仕
入
、
山
娘
、
山
総
ぎ
な
ど
)

ωや
む
を
え
な
い
用
務
ま
た
は
引
放
の

た
め
旅
行
ま
た
は
滞
布
中
町
か
た

(

た
と
え
ば
.
結
時
式
、
緋
俗
、
主
ど
)

ω病
気
や
け
が
‘
ま
た
妊
娠
や
老
衰
‘

身
体
断
書
主
ど
の
た
め
に
歩
く
こ
と

が
で
き
主
い
か
た
。
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こ

れ

だ

け

は

知

っ
て

ー一一一/

(4 ) 

r

お
き
ま
し
ょ
う

入
場
券
は
世
帯
ご
と

に
送
り
ま
す

今
皮
肉
選
挙
で
選
挙
人
名
初
に

d

H
附
さ
れ
る
た
め
に
は
‘
次
的
ょ
っ
な

こ
と
が
必
援
で
す
.

の
昭
利
ニ
ト
九
年
七
月
八
日
ま
で
に

止
ま
れ
た
人

②
昭
和
凶
十
九
年
三
片
十
二
日
ま
で

に
今
金
町
民
に
な
っ
た
人

入
場
券
は
、
世
備
ご
と
に
送
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
安
門
を
み
た
し
て
い

て
万
一
入
場
券
が
川
か
な
い
場
合
は

役
場
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
A
n

わ
せ
く
だ
さ
い
。

候
補
者
ひ
と
り
を

ハ
ツ
キ
リ
書
く

せ
っ
か
く
位
以
し
て
も
次
の
よ
う

主
投
烈
は
帳
、
効
に
な
り
ま
す
@

マ
投
以
別
紙
以
外
に
品川
い
た
む
の

マ
候
補
北
で
主
い
ま
氏
名

4vf

た
む
¢

マ
二
人
以
ゐ
め
氏
名
を

A
い
た

L
の

マ
候
補
者
の
氏
名
以
外
に
よ
け
い
な

こ
と
多
魯
い
た
も
の

町
だ
れ
の
氏
名
を
品
川
U

い
た
か
わ
か
句

な
い
も
の

l 5 J 



つ

光の里学園落成

「福祉の里」育てよ-・

ス

長
い
間
的
願
い
が
よ
う
や
く
突
っ
た

柑
山
管
内
初
向
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

“
光
町
塁
。
学
図
的
落
成
式
、
祝
賀
会

が
五
月
二
十
三
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

悲
ま
れ
な
い
新
薄
者
向
人
た
ち
を
可

能
な
限
り
更
生
さ
せ
、
家
庭
復
帰
や
社

会
へ
の
自
立
を
図
る
場
に
と
七
年
ほ

ど
前
か
ら
の
運
動
が
実
を
結
び
杜
会
福

祉
法
人
と
し
て
昨
年
八
月
、

神
丘
高
台

の
五
と
の
広
い
敷
地
に
、
約
四
千
三
百

七
十
万
円
で
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

拍
引
場
連
時
を
仰
ぐ
静
か
で
す
ば
ら
し

い
自
然
邸
境
の
原
野
に
補
強
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ

y
ク
平
屋
建
て
、
六
百
六
十

平
方
い
川
町
モ
ダ
ン
な
建
物
で
す
。

四
月

一
日
オ

l
プ
ノ
し
て
現
在
男
子

十
二
人
、
女
子
十
八
人
的
園
生
と
学
図

長
、
指
導
貝
、
事
務
只
、
保
母
、
制
理

士
な
ど
十
人
的
職
員
に
よ
り
、
股
耕、

凶
議
、
裁
縫
、
木
工
な
ど
の
作
業
学
習

を
中
心
に
し
た
教
育
が
行
な
わ
札
・
①

自
分
町
、
}
と
は
自
分
で
出
来
る
人
②
健

康
で
明
る
い
人
③
み
ん
な
と
協
力
し
て

精
い

っ
ぱ
い
働
〈
人
④
生
活
に
楽
L
み

や
す
U

び
を
も
っ
人
な
ど
を
学
図
的
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

学
図
長
内
柴
谷
勝
俊
さ
ん
は
「
町
内

外
の
み
な
さ
ん
か
ら
普
意
と
協
力
に
よ

り
立
派
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
た
め
、
稲
祉

の
皇
と
し
て
、
す
く
す
く
と
育
て
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
結
っ
て
い
ま
す
。

ポ

i
ツ
の
日
常
化

E盃ん芸
1多え'"
長官:/~
;;Z:..tと~

町
民
セ
ン
タ
ー
円
近
代
的
投

怖
と
放
語
、
枕
聴
覚
機
株
主
ど

を
効
川
市
的
に
利
用
、

楽
し
く
縦

し
み
主
が
ら
的
報
処
理
能
力
を

長
成
し
よ
う
と
教
育
委
以
会

で
は
‘
こ
と
し
向
社
会
教
的
け
の

坑
内

U
M
M
を
次
の
よ
う
に
ぺ
止
め

町
民
的
み
な
さ
ん
の
山
主
一
的
立

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

〈〉少
年
教
育

体
力
的
向
上
を
図
る
た
め
、

共
川
組
織
活
動
と
し
て
の
ス
ポ

l
y
を
奨
励
し
円、
正
的
な
巡
引

を
折
山
押
す
る
。

。
青
羊
教
育

JH
4
間
体
内
I
M
へ
流
を
品
は
め
さ
せ
、
例

人
円
相
位
刊
を
仰
ド
比
す
る
。

おしらせ

礎的側
E

。
婦
人
教
育

年
代
別
、
職
主
別
的ド
f
習

若

年

制

園児童手当の現況届は6月中に

~U在下当を受けている J;は、印

鑑、他j，Ii1lt!険証、加入 している年
金などの被保険者証か組作只証を

持参向上、 6月中に役場偏祉係で

下続き Lてください。

なお、届け出がないf品合1;16月

分以後の手当は支給されません。

C 6 ) 

洗遣も掌習のひとつ

楽 L(すごす目標

， 

恵まれた環境の中で

明るい居室で生活

。

明るく楽しい生活

一

農作曜もいっLょうけんめい

楽 Lい食事のUととき

， 

人
層
的
組
純
ル
ル
を
対
げ
る
。

〈V
家
庭
教
育

乳
幼
児
に
お
け
る
虫
曲
防
止
辺
助
の

開
始
、
前
し
あ
い
学
習
を
中
心
に
子
供

と
の
対
話
を
習
的
づ
け
る
。

。
成
人
教
育

単
位
P
T
A
の
研
修
会
開
術
的
奨
励

地
設
に
よ
る
講
座
の
拡
大
と
充
実
に
よ

り
情
操
泣
か
主
人
間
形
成
を
図
り
ま
す
。

〈
〉
高
齢
者
教
育

学
叩
百
而
を
担
当
し
笠
-F品
な
経
験
を

再
度
礼
一
会
に
I
H
献
し
て
も
句
い
、
老
後
一

町
制
神
的
巾
一泊
を
充
尖
さ
せ
る
。

一

。
社
会
体
育

一

各
州
ス
ポ
ソ
競
技
の
瀧
判
お
よ
び
一

指
導
以
の
義
成
、
ザ
校
閲
肢
の
内
容
を
一

充
実
し
自
主
的
一
山
動
と
ス
ポ
ツ
向
日
一

市
忙
を
図
り
ま
す
。

一

O
文
化
生
活
の
向
上

一

5
Z
MH館-
亀
戸
凶
白
川
…

な
ど
を
利
川
し
、
抗
代川
町
内
的
化
と
、

一

世
ま
I
H
い
マ
ス
コ
ミ
祝
聴
態
度
町
長
成
一

以
近
、
次
々
と
い
ろ
い
ろ
五
牒
楽
が

開
発
さ
れ
、
内
刷
業
生
産
仁
ト人
き
主
役
訓

を
米
た
し
て
い
ま
す
が
使
用
者
向

一

部
に
使
川
上
町
詑
立
を
守
均
な
か

っ
た

た
め
、
似
他
山
附
生
上
の
い
山
H
a

欣
が
依
然
と

し
て
あ
と
を
絶
た
ず
、
ま
た
、

川
水
や

股
刊
物
が
汚
染
さ
札
間
姐
を
起
こ
す
-
」

と
も
あ
り
ま
す
。

山
菜
に
は
.

1

母
物
や
刷
物
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
取
り
扱
い
に
は
次
の

止
う
主
民
む
が
必
裂
で
す
。

{散
布
濯
を
調
製
す
る
と
き
は
〉

マ
説
明
訟
の
指
示
ど
ワ
リ
に
正
し
い
使

い
方
を
す
る
。
誤
っ
た
似
い
方
を
す

る
と
.
政
作
物
に
柴
山
J
U

を
起
こ
し
た

り
、
事
故
内
む
と
に
な
り
ま
す
。

〈
散
布
す
る
と
き
は
V

V
か
ら
だ
向
調
子
の
恐
い
人
、

過
労
気

味
的
人
は
作
業
に
従
事
し
な
い
。

V
M刊
「
、
マ
ス
ク
千
袋
主
ど
を
着
用

し
、
皮
市
川
を
以
山
さ
せ
な
い
。

マ
日
中
の
材
い

と
き
は
さ
け
て
例
タ

の
涼
し
い
時
間
に
作
業
す
る
。

マ
胤
'
川
き
を
与
え
て
作
業
し
、
欣
布
械

や
粉
末
を
浴
び
な
い
よ
、
ヲ
に
す
る
。

マ
休
恕
や
食

F
の
時
は
、
必
ず
干
や
阪

を
洗
い
‘
ウ
ガ
イ
を
す
る
。

{散
布
し
た
あ
と
は
〉

マ九
h
山司
を
浴
川
せ

っ
け
ん
で
洗
い
衣

知
は
下
治
ま
で
全
却
と
り
か
え
る
。

守
政
っ
た
薬
剤
は
、

f
ど
L
何
千
円
周

か
な
い
場
所
に
戯
虫
に
保
れ
す
る
。

モメi張作業

武道館では少年剣士でいっぱい

農
薬
に
よ
る
事
故

を
な
く
し
よ
う

を
仰

μし
ま
す
。

園老人医療費受給資格証の更新を

t人医療費受給資格ii止が新Lく
なリます。印鏡健康保険証、年

金Jif~を持参向上、 6 J.I '1'に九1祉
係で千続きしてください。

園地域子Fも会安全会について
昨年4月より発足 Lました fど

b会安全会制度は、子こども会活動

向'1'般に対し、見舞金を給付する
ことによって、子どL金活動的円

滑な促進を図ることを目的としま

す。会1'1は子ども20円、指導者、

Ti成者は30円です。各地区をとり

まとめ役場偏祉係へ巾込み下さし、。

(7) 

-国民年金の任意加入を

厚生年金保険や各位共消組合主

ど町公的年金制度に1111入している

方向奥さんとか、学生音ども希望

により国民年金に加入できます。

ひとリ月前i900円 (50年1月から

1，000同)ま た、より多く の年金

を受けたい人は、付加i年金保険料

400円を同時にかけることができ

ます。

加入は福祉課年金係へ

-交通法規講習会を開きます

町交通安全運動推進委u会では
職場単位向法規点習会を実地する

よ-JU千びかけています。日時、主品

fi)rを役場交通安全係まて1主総くだ

されl;fただちに参上します。



爆
発
事
故
を
な
く
そ
う

プ
ロ
パ

ン
か
ス
の

正
し

い
取
扱
い

を

プ
ロ
バ
ン
ガ
ス
は
、
比
較
的
容
易
に

取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
ヰ
ど
か
句
、

一

般
家
庭
を
中
心
に
毎
年
明
加
し
屯
気

水
道
な
と
と
同
様
に
也
川
に
欠
く
こ
と

が
山
車
な
い
む
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
ひ
と
た
び
取
リ
披
い
方
を
訴
ま
る

と
、
出
岬
発
や
火
災
を
起
し
、
内
V

い
命
や

川
河
を
夫
7
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
を
使

y
者
と
し
て
次

の
こ
と
に

204し
て
く
だ
さ
い
。

守
山
火
肉
的
に
は
、
必
ず
ガ
ス
耐
れ
の

有
M
'
を
確
か
め
ま
し
ょ
っ
。

山
火
町
時
に
は
、
火
が
荊
い
た
か

を
確
認
し
、
使
用
中
に
は
炎
が
出
て

い
る
か
、
途
中
で
消
え
て
い
主
い
か

に
注
直
し
、
使
用
後
に
は
必
ず
元
栓

を
閉
め
る
白
仰
を
つ
け
ま
し
ょ
う
.

マ
ゴ
ム
竹
、
燃
焼
加
な
と
町
竹山刊
を
ト

分
に
す
る
こ
と
が
大
凶
で
す
。

開
山
明
加
は
、

A
M
に
泊
潔
に
し
、
ゴ

ム
告
な
と
の
ヒ
ピ
川
れ
に
注
む
し
、

煮
こ
ぽ
札
を
伐
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

P
I
M
P
-
‘「

'u

マ
換
討
を
は
か
リ
ま
し
ょ

1

プ
ロ
パ
ン
が
ス
は
、
子
光
会
燃
焼

を
起
、
」
寸
、
」
と
が
あ
リ
ま
す
か
ら
、

伏
い
宙
開
状
態
同
部
以
て
円
仙
川
は

避
け
る
よ
っ
に
し
ま
し
ょ
う
u

マ
ガ
ス
谷
山
市
、
ゴ
ム
公
主
ど
、
必
ず
占

検
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ヤ
火
れ
の
取
披
い
に
注
自
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

「
供
や

t
人
に
微
わ
せ
た
リ
、
火

J
A
の
使
用
中
に
留
守
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
は
し
っ
か
り
と
し

た
内
」
に
同
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
ボ
ン
ベ
が
伯
射
日
光
に
あ
た
h

な
い

よ
う
に
工
夫
し
て
お
き
ま
し
ょ
7
0

納
期
間
に
納
め
よ
う

町
道
民
税

《
一
期
》

六
月
三
十
日
ま
で
' 

-
元
気
い
っ
ぱ
い
の
老
人
ク
ラ
ブ

A
4
4
4
4
人
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
体
力
を
つ

け
よ
う
と

「砂
け
本
け
巡
動
」
を
実
地
し

て
い
ま
す
。
六
月

一
日
役
場
前
か
ら
光
の

甲
J

イ
図
ま
で
一応
%
に
出
発
し
ま
し
た
。

豆昼世
l前嗣に
比べて

人11 10，234 (+13) 

見 5，060(ム 3) 

f，( 5，114 (+16) 

l止肝 2，694 (ーt10) 

(ltßJt~ 日航の)11一民正本台帳人口
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を
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